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出雲市子ども・若者支援センターだより〈第28号〉

出雲市子ども・若者支援センター☆夏休み！子どもたちに声かけを
電話０１２０－８４－７８６７

ヤ ッ ホ ー ナ  ヤ ム    ナ

月～金曜日
８時30分～１7時
土曜日は事前予約による
面接相談のみ

～子どもたちには
　　大人の見守るまなざしが大切です
　　　みんなで子どもたちを育てましょう～

相談
時間　

○よくやってるね　いいね
　　　　　    （体力作りや学習をしていたら）
○助かるよ    （いろいろな家事のお手伝いをしたら）
○あぶないよ （道路での遊び、川遊びを見かけたら）
○気をつけて帰りましょう
　　　　　　 （帰宅時間の夕方６時を過ぎたら）

　
生
活
環
境
の
変
化
や
就
業
形
態

の
多
様
化
な
ど
社
会
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
の
問
題
、

児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
が
被
害
者

に
な
る
事
件
が
相
次
ぐ
ほ
か
、
違

法
・
有
害
情
報
の
氾
濫
な
ど
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
で
は
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
る

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、「
出
雲
市

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
開
設
か
ら
４
年
目
を
迎
え
、

相
談
件
数
も
２
千
件
を
超
え
、
内

容
も
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま

す
。

（
相
談
活
動
）

　
面
接
相
談
や
電
話
相
談
、
必
要

な
場
合
は
訪
問
相
談
も
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、
他
の
支
援
機
関
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
人
間
関
係
で
傷
つ
き
、

学
校
や
社
会
で
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
や
、
将
来
へ
の
不

安
、
迷
い
や
こ
だ
わ
り
な
ど
の
相

談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年

度
の
相
談
件
数
は
延
べ
２
，１
２

７
件
あ
り
ま
し
た
。

（
支
援
活
動
）

　
相
談
者
の
み
な
さ
ん
が
社
会
生

活
に
な
じ
ん
で
い
け
る
よ
う
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続
支
援
員
と
一

緒
に
体
験
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
12
名

の
継
続
支
援
員
の
協
力
に
よ
り
、

19
人
の
相
談
者
が
体
験
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

【
就
労
体
験
】

・
農
業
、
酪
農
、
ギ
フ
ト
製
品
袋

詰
め
、
事
務
補
助
等

【
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

・
折
り
紙
、
編
み
物
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
卓
球
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
そ
ば
打
ち
体
験
等

【
地
域
交
流
体
験
】

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
出
雲
大
社
参
拝

【
学
習
支
援
】

・
少
人
数
で
の
学
習
会
へ
の
参

加
、
個
別
に
よ
る
学
習
支
援

（
街
頭
活
動
）

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
、

３
人
の
専
任
少
年
委
員
と
と
も
に

指
導
や
声
か
け
、
見
守
り
活
動
を

し
ま
す
。
主
に
駅
や
公
園
、
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
街
頭
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
環
境
浄
化
活
動
）

　
有
害
図
書
類
を
回
収
す
る
「
青

ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
、
毎
月
そ
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
置
箇

所
は
出
雲
体
育
館
、
出
雲
ド
ー

ム
、
平
田
文
化
館
、
市
役
所
大
社

支
所
の
４
か
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

（
啓
発
活
動
）

　
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
青
い

旅
」
を
広
報
い
ず
も
へ
定
期
的
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
地
域
の
研
修
会

や
講
演
会
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相

談
を
。
一
緒
に
自
立
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
組
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〈
農
地
を
転
用
す
る
に
は
…
〉

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る
こ

と
が
農
地
転
用
で
、
こ
れ
に
は
許
可
が

必
要
で
す
。

　「
農
地
転
用
許
可
制
度
」
は
、
優
良

農
地
の
確
保
と
計
画
的
な
土
地
利
用
の

推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
農
地
は

一
度
農
地
以
外
の
も
の
に
し
て
し
ま
う

と
元
に
戻
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
将
来
に
向
か
っ
て
優
良
な
農
地

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
土
地
の
合
理
的

な
利
用
を
踏
ま
え
、
適
切
な
農
地
転
用

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
原
則
許
可
で
き
な
い
農
地
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。）

　
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
転
用
す
る
場

合
は
、「
農
地
法
第
４
条
」、
農
地
所
有

者
以
外
の
者
が
、
そ
の
所
有
者
か
ら

買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
転
用
す

る
場
合
は
、「
農
地
法
第
５
条
」
の
農

業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
そ

の
際
、
転
用
す
る
土
地
が
市
の
定
め

た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
農
用

地
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
地
域
か
ら
の
除
外
手
続

き
（
農
振
除
外
）
が
必
要
で
す
。

（
手
続
き
に
は
約
７
か
月
の
期
間
を

要
し
ま
す
。
申
請
は
２
月
と
８
月
の

年
２
回
受
付
け
ま
す
。）

　
転
用
の
具
体
例
と
し
て
、
農
地
に

住
宅
、
工
場
、
店
舗
を
建
築
す
る
場

合
、
農
地
を
駐
車
場
、
資
材
置
場
に

す
る
場
合
、
農
地
に
造
林
の
た
め
植

林
を
す
る
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
２
０
０
㎡
未
満
の
農
業

用
施
設
（
作
業
場
、
畜
舎
、
堆
肥
舎

等
で
進
入
路
等
を
含
ん
だ
も
の
）
は

許
可
不
要
（
農
地
の
所
有
者
や
賃
借

権
等
に
基
づ
く
耕
作
者
が
転
用
す
る
場

合
に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
農
地
法

第
５
条
の
許
可
が
必
要
で
す
。）
で
す

が
、
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て
は
、
例

外
な
く
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
手
続
き
（
用
途
変
更
）
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
農
地
を
土
木
工
事
等
の
仮
設

現
場
事
務
所
敷
地
、
資
材
置
場
ま
た
は

残
土
置
場
等
と
し
て
一
時
的
に
使
用
す

る
場
合
に
も
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
の
転
用
を

行
っ
た
場
合
は
、
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
の
命
令
を
受
け
た
り
、
３
年
以
下

の
懲
役
や
3
0
0
万
円
以
下
（
法
人
の

場
合
は
1
億
円
以
下
）
の
罰
金
の
適
用

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
申
請
の
受
付
は
、
毎
月
5
日
（
土
・

日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の
前
の
平

日
）
締
切
で
す
が
、
転
用
の
計
画
が
あ

る
場
合
は
、
ま
ず
、
地
区
の
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

おたずね /出雲市農業委員会事務局　☎21-6762・出雲市斐川町農業委員会事務局　☎73-9223

　
農
業
委
員
会
の
業
務
と
し
て
１
番
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、「
農
地
法
に
基
づ
く

許
認
可
」で
す
。今
回
は
、農
業
委
員
会
だ
よ
り
④〈
農
地
の
売
買・贈
与・貸
し

借
り
を
す
る
に
は・・・〉に
引
続
き
、相
談
の
多
い「
転
用
」の
説
明
を
し
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
よ
う
に
、

国
民
年
金
に
上
乗
せ
部
分
が
無
い
農
家
の
た
め
に

1
9
7
0
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
農
業
者
年
金
へ

の
加
入
は
任
意
で
あ
る
た
め
、
制
度
自
体
を
知
ら
な
か
っ

た
た
め
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
例
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会
で
は
農
業
者
年
金
へ
の
加
入

推
進
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
農
業
者
年
金
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
要
件
は
次
の
３
つ
で

す
。

①
60
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

　
す
な
わ
ち
、
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
配
偶
者
や
後

継
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
農
業
者
年
金
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。
終
身

年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
、
積
立
方
式
で
加
入
者
・

受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
ず
、
保
険
料
も
2
万
円
か
ら
千
円

単
位
で
選
択
で
き
る
と
い
う
安
定
性
に
優
れ
た
年
金
で

す
。
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
も
な
る
と
い
っ

た
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
る
な
ど
独
自
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
老
後
の
豊
か
な
生
活
設
計
の
た
め
に

農
業
者
年
金
の
加
入
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

〈
農
業
者
年
金
で
老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
〉

と
も
に
活
か
し
と
も
に
育
て
る
農
業
の
輪

⑤

農
業
委
員
会
だ
よ
り
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と
と
も
に

指
導
や
声
か
け
、
見
守
り
活
動
を

し
ま
す
。
主
に
駅
や
公
園
、
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
街
頭
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
環
境
浄
化
活
動
）

　
有
害
図
書
類
を
回
収
す
る
「
青

ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
、
毎
月
そ
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
置
箇

所
は
出
雲
体
育
館
、
出
雲
ド
ー

ム
、
平
田
文
化
館
、
市
役
所
大
社

支
所
の
４
か
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

（
啓
発
活
動
）

　
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
青
い

旅
」
を
広
報
い
ず
も
へ
定
期
的
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
地
域
の
研
修
会

や
講
演
会
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相

談
を
。
一
緒
に
自
立
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
組
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内
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題

友
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関
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関
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的
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題
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題
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動

そ
の
他
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〈
農
地
を
転
用
す
る
に
は
…
〉

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る
こ

と
が
農
地
転
用
で
、
こ
れ
に
は
許
可
が

必
要
で
す
。

　「
農
地
転
用
許
可
制
度
」
は
、
優
良

農
地
の
確
保
と
計
画
的
な
土
地
利
用
の

推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
農
地
は

一
度
農
地
以
外
の
も
の
に
し
て
し
ま
う

と
元
に
戻
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
将
来
に
向
か
っ
て
優
良
な
農
地

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
土
地
の
合
理
的

な
利
用
を
踏
ま
え
、
適
切
な
農
地
転
用

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
原
則
許
可
で
き
な
い
農
地
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。）

　
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
転
用
す
る
場

合
は
、「
農
地
法
第
４
条
」、
農
地
所
有

者
以
外
の
者
が
、
そ
の
所
有
者
か
ら

買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
転
用
す

る
場
合
は
、「
農
地
法
第
５
条
」
の
農

業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
そ

の
際
、
転
用
す
る
土
地
が
市
の
定
め

た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
農
用

地
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
地
域
か
ら
の
除
外
手
続

き
（
農
振
除
外
）
が
必
要
で
す
。

（
手
続
き
に
は
約
７
か
月
の
期
間
を

要
し
ま
す
。
申
請
は
２
月
と
８
月
の

年
２
回
受
付
け
ま
す
。）

　
転
用
の
具
体
例
と
し
て
、
農
地
に

住
宅
、
工
場
、
店
舗
を
建
築
す
る
場

合
、
農
地
を
駐
車
場
、
資
材
置
場
に

す
る
場
合
、
農
地
に
造
林
の
た
め
植

林
を
す
る
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
２
０
０
㎡
未
満
の
農
業

用
施
設
（
作
業
場
、
畜
舎
、
堆
肥
舎

等
で
進
入
路
等
を
含
ん
だ
も
の
）
は

許
可
不
要
（
農
地
の
所
有
者
や
賃
借

権
等
に
基
づ
く
耕
作
者
が
転
用
す
る
場

合
に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
農
地
法

第
５
条
の
許
可
が
必
要
で
す
。）
で
す

が
、
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て
は
、
例

外
な
く
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
手
続
き
（
用
途
変
更
）
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
農
地
を
土
木
工
事
等
の
仮
設

現
場
事
務
所
敷
地
、
資
材
置
場
ま
た
は

残
土
置
場
等
と
し
て
一
時
的
に
使
用
す

る
場
合
に
も
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
の
転
用
を

行
っ
た
場
合
は
、
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
の
命
令
を
受
け
た
り
、
３
年
以
下

の
懲
役
や
3
0
0
万
円
以
下
（
法
人
の

場
合
は
1
億
円
以
下
）
の
罰
金
の
適
用

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
申
請
の
受
付
は
、
毎
月
5
日
（
土
・

日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の
前
の
平

日
）
締
切
で
す
が
、
転
用
の
計
画
が
あ

る
場
合
は
、
ま
ず
、
地
区
の
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

おたずね /出雲市農業委員会事務局　☎21-6762・出雲市斐川町農業委員会事務局　☎73-9223

　
農
業
委
員
会
の
業
務
と
し
て
１
番
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、「
農
地
法
に
基
づ
く

許
認
可
」で
す
。今
回
は
、農
業
委
員
会
だ
よ
り
④〈
農
地
の
売
買・贈
与・貸
し

借
り
を
す
る
に
は・・・〉に
引
続
き
、相
談
の
多
い「
転
用
」の
説
明
を
し
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
よ
う
に
、

国
民
年
金
に
上
乗
せ
部
分
が
無
い
農
家
の
た
め
に

1
9
7
0
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
農
業
者
年
金
へ

の
加
入
は
任
意
で
あ
る
た
め
、
制
度
自
体
を
知
ら
な
か
っ

た
た
め
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
例
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会
で
は
農
業
者
年
金
へ
の
加
入

推
進
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
農
業
者
年
金
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
要
件
は
次
の
３
つ
で

す
。

①
60
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

　
す
な
わ
ち
、
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
配
偶
者
や
後

継
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
農
業
者
年
金
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。
終
身

年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
、
積
立
方
式
で
加
入
者
・

受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
ず
、
保
険
料
も
2
万
円
か
ら
千
円

単
位
で
選
択
で
き
る
と
い
う
安
定
性
に
優
れ
た
年
金
で

す
。
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
も
な
る
と
い
っ

た
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
る
な
ど
独
自
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
老
後
の
豊
か
な
生
活
設
計
の
た
め
に

農
業
者
年
金
の
加
入
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

〈
農
業
者
年
金
で
老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
〉

と
も
に
活
か
し
と
も
に
育
て
る
農
業
の
輪

⑤

農
業
委
員
会
だ
よ
り


